
○日本機械工業連合会会長賞

無軌道自律走行ロボット「血液検体搬送ロボットシステム」
（パナソニック電工株式会社）

○審査委員特別賞

MR画像誘導下小型手術用ロボティックシステム
（九州大学、株式会社日立製作所、株式会社日立メディコ、瑞穂
医科工業株式会社、 東京大学、早稲田大学）

「今年のロボット」大賞２００７ 受賞ロボットより

・ロボットの群制御や無軌道自律移動などを実用化し、
複数台の自律移動ロボットが、生体臨床検査の搬送作
業（※）を実施

・自動充電システムにより、ロボット群全体として２４時
間連続作業

→労働力不足の克服、検体検査サービスの信頼性・
効率性の向上に貢献

※血液検体の受け取り→複数の血液検査装置への分配→検査後回
収ストッカーへ戻す、の一連の作業

・人の手のように動く微細な操作のできる手術用ロボット鉗
子と、ヒト組織の描出に優れるＭＲ画像による手術中のリア
ルタイムナビから成る内視鏡外科手術支援システム

・磁気共鳴診断（ＭＲ）画像誘導下でのより高度で安全な手
術を可能にする

→人の眼に見えない情報と人の手を超えた道具の融合に

より、外科手術で最も高度な技術を要求される内視鏡外科
手術をこれまでにない正確さと安全性で実現。


